
宮城県知事  村井嘉浩殿 

内閣総理大臣 安倍晋三殿 

 

宮城県も、岩手・福島の県政と同じように被災者の支援を…… 

医療・介護の負担免除を復活するよう求める要望署名 
東日本大震災の被災者に継続されてきた国民健康保険と後期高齢者医療の医療費窓口負

担、介護の利用料の免除措置が３月３１日までで打ち切られ、４月１日から有料化されまし

た。協会けんぽは、昨年１０月１日から有料化されています。 

 大震災から２年が過ぎましたが、被災地の復興はこれからです。長引く避難生活で生活習

慣病やメンタルヘルスの悪化、生活不活発病や要介護認定者が増加しています。仮設住宅入

居者の有病率は５２％に達しており、そのうち未治療者が５．８％（５９７人）もありまし

た。生業再開の遅れによる失業や収入の減少に加えて、身近な医療機関が流失・損壊したた

めに、被災者は高い交通費をかけて遠くの医療機関にかかっているのが実状です。生活再建

がならない被災者にとって、医療・介護の負担免除措置はまさに命綱です。 

被災３県のうち岩手と福島の県政が免除への支援を継続しているのに、被災者が最も多い

宮城県が打ち切ったことは、とても納得できません。そこで、以下の事項について要望いた

します。 

 

【宮城県に対する要望事項】 

１、県の財政負担と責任で、ただちに被災者の医療・介護の免除措置を復活させること。 

２、国に対して本腰を入れて財政措置を求めること。 
 

【国に対する要望事項】 

１、医療保険の種類を問わず、国が全額を負担して被災者の医療・介護の自己負担を減免す

る特例措置を復活させること。 

２、２０１２年１０月から２０１３年３月まで、被災者の医療・介護の自己負担を免除する

ために地方自治体が負担した財政を全額補てんすること。 

 

氏  名 住      所 

  

  

  

  

  

 ※この署名は、村井嘉浩宮城県知事に提出します。また、政府にも署名の写しを提出して要請します。 

＜呼びかけ団体＞東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 

〒980‐0804 仙台市青葉区大町2丁目5－10－305 電話022(399)6907 FAX022(399)6925 



 

 

 

 

 

被
災
者
の
医
療
・
介
護
の
負
担
を
免
除
し
て
き

た
措
置
。
な
ぜ
宮
城
県
だ
け
全
市
町
村
で
４
月
か

ら
打
ち
切
り
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

第
一
は
政
府
の
責
任
で
す
。 

民
主
党
・
野
田
内
閣
が
、
昨
年
９
月
末
に
全
額

を
国
が
負
担
す
る
特
例
措
置
を
打
ち
切
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
昨
年
十
月
か
ら
医
療
が
有
料
に
な
り
ま
し

た
。
被
災
者
の
免
除
を
継
続
し
た
健
保
組
合
、
国

保
組
合
は
、
組
合
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
は
、
野
田
内
閣
は
、
地
方
自
治

体
が
免
除
制
度
を
継
続
し
た
ら
、
国
が
８
割
だ
け

を
負
担
す
る
と
し
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
に
登
場

し
た
自
公
連
立
の
安
倍
内
閣
も
、
国
の
負
担
は
８

割
だ
け
。
残
り
２
割
の
負
担
を
被
災
地
の
自
治
体

に
押
し
付
け
て
い
ま
す
。 

こ
れ
で
は
被
災
者
の
多
い
自
治
体
ほ
ど
負
担
が

第１の責任は、

やはり国にあ

ります。 

村井知事の態

度が決定的な

問題でした。 

第
二
は
、
村
井
知
事
の
重
大
な
責
任
で
す
。 

岩
手
と
福
島
の
県
政
は
、
昨
年
十
月
か
ら
、
免
除

を
継
続
す
る
市
町
村
の
負
担
の
半
分
（
つ
ま
り
一

割
）
を
負
担
す
る
措
置
を
と
り
、
こ
れ
を
四
月
以
降

も
継
続
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
宮
城
で
は
、
今
年
３
月
ま
で
免
除
措
置

が
継
続
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
保
に
つ
い
て
県
は
市
町

村
に
配
分
さ
れ
る
調
整
交
付
金
を
あ
て
、
県
の
独
自

財
源
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

石
巻
市
の
亀
山
市
長
の
よ
う
に
「
岩
手
、
福
島
の

よ
う
に
、
県
が
一
割
負
担
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
、

四
月
以
降
も
免
除
措
置
を
継
続
し
よ
う
と
し
た
首

長
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
村
井
知
事
が
一
円
も
出
さ

重
く
な
り
ま
す
。
岩
手
、
福
島
よ
り
被
災
者
が
多

い
宮
城
県
の
市
町
村
は
、
国
の
特
例
措
置
の
打
ち

切
り
で
、
免
除
措
置
を
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
は

困
難
に
な
っ
た
の
で
す
。 

な
い
態
度
を
続
け
、
こ
れ
が
全
市
町
村
に
免
除
継

続
を
断
念
さ
せ
る
と
ど
め
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
四
月
以
降
も
一
年
間
、
宮
城
県
内
の
被
災

者
の
医
療･

介
護
の
負
担
免
除
を
継
続
す
る
と
し

た
場
合
、
必
要
な
経
費
は
約
五
十
二
億
円
で
す
。

岩
手
・
福
島
の
よ
う
に
、
県
と
市
町
村
が
一
割
ず

つ
負
担
す
る
や
り
方
な
ら
、
県
の
経
費
は
そ
の
半

分
の
約
二
十
七
億
円
で
済
み
ま
す
。
宮
城
県
に

は
、
全
国
の
国
民
や
自
治
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
寄
付
金
を
貯
め
て
い
る
「
地
域
整
備
推
進
基

金
」
が
残
額
百
三
億
円
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部

を
使
う
だ
け
で
免
除
の
復
活
は
十
分
可
能
で
す
。 

村
井
知
事
は
「
寄
付
金
は
他
に
も
使
い
道
が
あ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
被
災
者
の
命
を
守
る

こ
と
こ
そ
最
優
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

財源は十分。署名で

村井知事に免除復活

を求めましょう！ 


